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け
る
た
め
に
も
、
循
環
・
環

境
保
全
型
農
業
が
見
直
さ

れ
、
大
切
と
考
え
ら
れ
る
。

　

農
業
は
、
水
田
で
あ
れ
、

畑
作
で
あ
れ
、
基
本
は
土
づ

く
り
が
一
番
大
切
な
こ
と
で

あ
る
。
そ
こ
で
市
の
畜
産
、

堆
肥
を
有
効
に
、
か
つ
有
機

肥
料
を
土
づ
く
り
と
し
て
市

民
に
手
軽
に
使
っ
て
い
た
だ

き
、
安
全
で
安
心
な
農
作
物

を
生
産
す
る
施
策
と
し
て
堆

肥
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
つ
い

て
伺
う
。

　

最
初
に
畜
産
農
家

の
活
性
化
と
有
機
農

業
の
推
進
と
い
う
観
点
か
ら

堆
肥
セ
ン
タ
ー
建
設
の
提
案

が
あ
っ
た
が
本
年
も
農
業
委

　

畜
産
農
家
の
活
性

化
と
有
機
農
業
の
推

進
に
つ
い
て
、
平
成
21
年
か

ら
大
幅
な
肥
料
等
の
高
騰
に

よ
り
、
水
田
、
畑
作
農
家
は

こ
の
先
の
経
営
を
大
変
心
配

し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
最
近
、
食

の
安
全
、
安
心
な
農
作
物
が

非
常
に
好
ま
れ
て
い
る
。
今

後
は
そ
れ
に
付
加
価
値
を
付

黒
沢
龍
己

仙
北
市
に
堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
建
設
は
？

今
後
検
討
す
る
！

事
業
発
注
の
前
倒
し
だ
が
、

市
の
財
政
状
況
か
ら
今
は
考

え
て
い
な
い
。

　

仙
北
市
の
生
活
保

護
行
政
の
あ
り
方
に

つ
い
て
伺
う
。
住
宅
資
産
活

用
に
よ
る
長
期
支
援
資
金
制

度
の
利
用
に
つ
い
て
再
三
申

請
し
た
が
、
仙
北
市
福
祉
事

務
所
は
認
め
な
か
っ
た
。
そ

の
理
由
が
わ
か
ら
な
い
。
な

ぜ
か
。
ま
た
個
人
情
報
開
示

に
つ
い
て
だ
が
、
国
保
税
の

一
部
減
免
措
置
を
仙
北
市
に

求
め
た
が
、
申
請
書
類
を
面

前
で
破
棄
さ
れ
た
市
民
が
い

る
。
こ
の
事
実
を
市
長
は

知
っ
て
い
る
か
。

　

住
宅
資
産
活
用
の

生
活
保
護
者
長
期
支

援
資
金
制
度
を
仙
北
市
で
申

し
入
れ
た
件
数
は
４
世
帯
あ

る
。

　

不
動
産
鑑
定
を
し
た
２
件

は
該
当
外
と
な
っ
た
。
も
う

１
件
は
家
族
で
対
応
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
残
る
１
件
は

該
当
す
る
が
申
請
を
拒
否
し

た
も
の
で
あ
り
、
仙
北
市
が

拒
ん
だ
事
実
は
な
い
。

　

個
人
情
報
関
係
に
つ
い
て

の
質
問
だ
が
、
市
長
は
承
知

し
て
い
な
い
の
で
改
め
て
確

認
し
た
い
。

員
会
か
ら
の
建
議
書
を
も

ら
っ
た
中
に
堆
肥
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
の
こ
と
も
あ
り
、

意
見
交
換
を
し
た
。
市
単
独

で
の
施
設
を
作
る
と
い
う
こ

と
で
は
な
く
、
畜
産
農
家
、

農
業
者
団
体
、
農
協
等
の
こ

れ
に
対
す
る
必
要
性
、
要
望

な
ど
十
分
調
整
し
な
が
ら
整

備
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
最

良
で
あ
る
と
思
い
、
今
後
検

討
し
て
い
く
。

　

農
村
の
生
活
環
境

と
農
地
生
産
基
盤
整

備
の
確
保
に
つ
い
て
、
農

村
環
境
事
業
と
し
て
、
農

地
、
水
、
環
境
保
全
向
上
事

業
対
策
に
つ
い
て
の
情
報
が

ま
ち
ま
ち
で
わ
か
り
づ
ら
い

し
、
知
ら
な
い
で
い
る
地
域

も
多
々
あ
る
。
農
業
に
従
事

し
て
い
る
方
々
の
高
齢
化
が

進
み
、
水
田
の
維
持
管
理
、

景
観
保
全
が
ま
す
ま
す
悪
く

な
っ
て
き
て
い
る
。
市
単
独

で
も
何
ら
か
の
支
援
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

市
長
の
考
え
を
伺
う
。

　

農
地
、
水
、
環
境

保
全
向
上
事
業
対
策

の
件
で
あ
る
が
水
田
面
積

４
千
数
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
中

で
約
半
分
ぐ
ら
い
は
、
こ
の

恩
恵
を
受
け
て
い
な
い
所
が

あ
り
、
こ
こ
を
、
ど
の
よ
う

に
し
て
救
う
か
に
つ
い
て
は

今
後
十
分
検
討
し
て
い
く
。

又
基
盤
整
備
の
関
係
に
つ
い

て
は
、
現
在
西
木
地
区
で
、

平
成
21
年
度
ま
で
の
事
業
と

し
て
農
道
及
び
、
農
業
用
排

水
路
の
整
備
を
進
め
て
い

る
。
21
年
度
で
終
結
す
る
予

定
と
な
っ
て
い
る
が
、
今
後

仙
北
市
と
し
て
基
盤
整
備
事

業
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
く
か
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
は
、
21
年
度
西

木
地
区
事
業
が
終
了
す
る
前

に
受
益
者
負
担
の
あ
り
方
も

含
め
て
検
討
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
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を
出
す
と
の
意
味
で
取
組
み

は
し
て
き
て
い
る
。
現
在
第

三
セ
ク
タ
ー
協
議
会
を
設
立

し
、
営
業
な
ど
共
同
で
出
来

る
部
分
に
つ
い
て
は
連
携
し

て
行
っ
て
い
る
。
経
営
体
制

の
一
本
化
に
つ
い
て
は
今

後
、
そ
の
必
要
性
や
可
能
性

を
十
分
検
討
し
て
進
め
た

い
。　

市
の
遊
休
資
産
（
土

地
）
に
お
い
て
、
現

在
そ
の
利
用
や
処
分
に
つ
い

て
具
体
的
に
協
議
中
の
も
の

は
あ
る
の
か
。

　

未
利
用
財
産
等
の

利
活
用
検
討
委
員
会

を
設
置
し
、
調
査
、
検
討
を

行
っ
て
い
る
。現
在
は
、三
ヶ

所
の
資
産
（
旧
JA
雲
沢
支
所

跡
地
、旧
神
代
診
療
所
跡
地
、

仙
岩
団
地
分
譲
地
）
に
つ
い

て
は
、
条
件
が
整
え
ば
す
ぐ

　

第
三
セ
ク
タ
ー
に

お
い
て
、
経
営
の
形

態
が
類
似
し
て
い
る
会
社

（
花
葉
館
、
西
宮
家
、
西
木

村
総
合
公
社
、
ア
ロ
マ
田
沢

湖
）
に
つ
い
て
、
効
率
的
な

運
営
が
可
能
と
な
る
よ
う
に

一
元
化
し
、
各
施
設
で
の
事

業
の
明
確
化
し
た
役
割
分
担

を
図
り
、
特
色
を
生
か
し
た

経
営
に
よ
り
自
立
で
き
る
よ

う
な
対
策
を
考
る
べ
き
と
思

う
が
。　

現
在
ま
で
、
第
三

セ
ク
タ
ー
の
総
合
力

小
林
幸
悦

第
三
セ
ク
タ
ー
の
一
元
化
を
？

可
能
性
を
検
討
す
る
！
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仙北市にも必要な堆肥センター（写真  美郷町）


